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中期 詩篇 



〔表記に ついて〕 

參 ルビ は 「漢字」 の 形式で 処理した。 

秦 二倍の 踊り字 (くの 字形の 繰り返し 記号) は 「く」 

「\,、 \」 で 代用した。 

• 〔#〕 は、 入力 者 注 を 示す。 



• 目次 

謀叛 I スパイ は 幾 万 あり とても I 山 雀の 歌 I 失恋 I 低 

気圧へ I 母親 は 息子の 手 を I 代表 送別の 詩 I 才能 を 与 

へ 給へ I 散兵線 I 甘い 梨の 詩 I マヤ コォ フス キイの 舌 



にか はって I 新ら しい 青年へ I 現実の 砥石 I 慾 望の 波 

I 善良の 頭目と して I 高い 所から I 闘牛 師 I シェ スト 

フ的 麦酒 I それぞれ 役 あり I 真人間ら しく I 相撲 協会 

I この 世に 静かな 林な ど はない I 今月 今夜の 月 I 古城 

I 僕 は 憤怒に 憑かれて ゐる I 俺達の 消費 組合 I 甘やか 

されて ゐる 新進作家 

謀叛 

—— 旭川の 詩人 達に 贈る —— 



それから お前に とって 

俗に 宿命と 名づ けれら る ものが 始まり 

習慣と 名づ けら れる もの が 続く、 

すると 人間 はもう 安心な の だ、 

咬へ ギ セルで 

—— さあ/ \ャ マガ ラの 芸当で ござい。 

と 云 ひながら お前の 鳥籠の 扉 を ひらく 

その 瞬間 だ 

お前が 空 へ 飛ばねば ならな いのは 

だが お前 は 飛ばない 

チ ュ ン/ \ と 鳴いて ォ ミクジ をと りに ゆく 



お前の 頭 は 何とい ふ 悲惨な 頭 だ、 

町の ャ マガ ラょ 

ミ ミズで さ へ も 我々 が 捕へ ると 

身 を はげしく くねらす 

嘴で 三ッに 切る と 

三方に 逃げようと 努力す るで はない か、 

お前 は 負けて ゐる < 間の 意志に、 

人間から 与 へ られた 絶対 へ の 屈服 者 だ、 

そんな 悲惨な こと はない、 

思 ひ 立ったら すぐ 行動に 移せ 

あ、、 だが 思 ひ 立ち さへ もしない、 



どんどんと 鳴って 霧が 降リ てきて 

貴女の 友 禅 模様の ハ ッピ ーコ— トは 濡れた 

そして 貴女の 美しい 肉体の 眼が 

萱の 茎の 中に 隠れて しまった 

この 世界に は 幻惑がない 

霧の 中の 貴女の 美の 喪失であった 

私 は 痛い、 私 は 追って 行かう 

いっそ 石の 燈籠 になって しま ひたい 

私 は い つ も 東洋 を 信ずる 

た、 V 私 は 恋 を 失った とき だけ 心から 東洋の 滅亡 を考へ 



『お— らい。』 

俺た ち は 微細な ものに 対しても 

細心に 注意し 合 ふ。 

ゲ —， ^ル をく つから 巻き 直し 

帽子 をキ チンと 冠り 直し 

腕 を 組んで、 胸 を 張って 

今 は 行動に 移る ばかり だ。 

氺氺氺 

その 時、 俺た ち は 工場の 上の 雲 を 見 あげた、 

飾りけ のない 白雲、 

雲よ、 俺た ちの 滋養分と なれ。 



レ— ニン は 追放され 

彼 はィヱ 二 セィ 河に 沿って 

三 〇〇 ゥェ 〔# r ェ」 は 小さい 「ヱ」〕 ルストの 路を 

夜 も 昼も橇 をブッ 飛ばした。 

レ ー 二 ンは 宿場々 々 で 

母 や クルプスカヤ を どんなにい たはった か。 

母の 『手 温め』 の 中に 

たが ひに 手 を 差 入れて 温め 合った。 

今年 も、 三 L デ— が やって きた、 

毎年 新ら しい 情勢の 中に 

レ ー 二 ンは ピチ/ \ と 



俺達の 実践の 上に 生きて 現 はれて くる 

同志 諸君 

俺た ちの レ— ニン 

愛情の 火の かたま リ 

彼が 俺た ちの 解放 運動の 為め に 

厳寒の 雪 野原 を 

まっしぐらに 橇を 飛ばして 

ロシアに 帰った 光景 を 

まざ \、、 \ と 想 ひう かべよう。 



代表 送別の 詩 



世界 は 地 つ ^ き 

水つ づき だ 

風が 吹いて 来る と プンプンと 

ソバと 小麦が 匂って くる。 

同志、 行って 来い ソヴェ 〔# 「ェ」 は 小さい 「ヱ」〕— 

卜へ。 

俺達 はこ、 にゐて 聞かう 

トラクタ—、 ステ— シ ヨンの 



旗の はゾ たき、 

ドニ ヱ プロ • スト ロイの 

八十 一 万 馬力の 

落下す る 水の 響き を —— 

あそ， J では 

世界の 不景気 騒ぎ をよ そに して 

九 千 百 九十 六 万へ クタ ー の 

収穫 力 ン パ の 真 最中 だ か ら。 

派遣 代表者 諸君 

日本の 豚 は 

かう いふ 手つきで 



夏の 間から 今 も 引続き 労働 強化 だ。 

重い、 厚い、 黄色い 

兵隊の 冬 〔# 「冬」 に 「ママ」 の 注記〕 套を せっせと 

造って ゐる。 

この 外套 を、 誰れ が、 どこで 

何 を 目的に、 着る か を 

日本の 労働者、 農民の ことごとくが、 

は つき リと 知って ゐる とい ふこと を 

伝へ て くれ。 

同志よ 俺た ちへの 土産 は 

マ クニ ドゴ ルス ク 第一 一 溶鉱炉の 



火 の やうな 労働者の 意志が 

どんなに 燃えて ゐ るか 

敵に 対する 憤りの 激し さ を 

火 を 噴く うなりの はげし さ を 

はっき リ とき 、， 'てきて くれ。 



才能 を 与へ 給へ 



それ は 憎悪の 大 てっぺんの 塔 だ 、 

低 い -、 

そ れは 悲哀 の 奈落 の 底の 底 だ 

この 高い ところから 

低い ところまで 

往復す る 私の 肉体の 消耗よ、 

叫び、 龃け 廻って ゐる もの は 救 はれて ゐる、 

だが、 だまって 涙 を 

流して ゐる 弱い者 はどう か 

これらの もの 達に か はって 

舌 を うごかさう、 



あ、、 そして 私の 生活 は 

一 度に カツと 歓喜と 苦痛と に 

細胞 は 新しくなる、 

歴史 は 井戸 換へを 要求した、 

私 は 素直に 服従した 

いまでは 新しい 思索の 水が 

あふれ 出る、 

そして < ^では 

を そろし く 咀嚼の よい 胃の 腑と 

乱雑な 労働に 堪える 心臓 を も つ てゐる 



甘い 梨の 詩 

真夜中の 人々 の 

寝息 はき， j えな い 

何処かで 深い 穴 の 上げ蓋 を あげ 

そこに 一 人の 男が 引き入れられる やうに、 

私 はと も すれば 夜の しづけ さに 私自身 ひき 入れられ さ 

うだ 



私 はほんと/つに 

この やうな 時間に 

この やうな 態度で 敵に むか つ ての 反逆の 詩 をつ くる、 

そのこと を 嬉しい ことと 思 ふ、 

私の 仕事の ために 

誰か 私 を 支持して くれる だら う。 

私 は 読者に 注文 を 発しない、 

私 は どっち かの 岸に 立って ゐる 

その 岸の 方の 人々 が 私 を 祝って くれる だら う。 

それから 先づ かう して 真夜中の 仕事の 為め に 机の 上の 

甘い 梨が 一 つ 



みると 私の 歯ぐ き は 破れて 梨 は 血 だらけだった 

然し 梨 子 奴 は 汁 をした たらせる こと を 止めない 

むしろ 裂け 口から 前に も 増して 猛烈に 垂れる 

私 は その 甘 さ を 貪慾に 吸 ふ 

私 は 梨と た、 かって ゐる 

何と 愛すべ きュ— モアよ、 

そして 私の 血 だらけの 梨 は 甘い 

この やうな 態度に も 現実に 喰ら ひっきた い、 

一 てきの 汁 もこ ぼさぬ 貪慾 さ を もって、 

梨の やうに も 現実 をし つかりと 両手で 捕へ て I 



決して 楣 つき はしな か つた 

だが 君 は 自分の 生 を 否定した、 

君 は 君の 肉体の 中の ソビ H ットを 

否定して しまった こと はどうし たわけ だ、 

註釈な しの 辞書なん てこの 世に 

あると は 私 はかん が へられな いんだ、 

無条件な 愛する ソビ ヱット などと いふ もの はない 

可哀 さうな マヤ コォ フス キイよ、 

人間 は 自分に 註釈 か ルビが 

つか なくなった とき 



君 や H セ ー ニン は ルビ だ 註釈 だ、 

そして 我々 の 辞書 は 豊富に なった、 

自殺と いふ 頁 を 繰る とすぐ 君 等が で、 くる 

その 意味で も 君の 死 は、 

プロレタリア 的 死 は 

無数の タヮ リシ チの 死と 共に 意義深い、 

死ぬ ほどに 苦しんだ 君よ、 

マヤ コォ フス キイよ、 

君 は 

『日の 牡牛 はま だら 



彼 はもう 卑しく ならな い 

疲れる ことの 知らない 

青年の 生命、 

花の 上の 蜜蜂、 

断え る ことのない 労働の 子 

彼 は 新しい 

足の裏 を も つ て あるく 

新しい 大地 を I 

彼 は 古い 麻痺から 脱れ た、 

そして 新しい 麻痺が 

彼 を 愚鈍に する こと を 



すると ヒシヒ シと悔 に 似た ものが 襲って きた、 

居ても 立っても 居られない 程に なり 

悔は 苦しみに 変って きた 

黙々 と 人々 は 生活す る、 

辞書の 「XX」 とい ふ 言葉 を 人々 は 忘れない 

依然として 反抗と いふ 言葉 は 

反抗と いふ 文字と して 変らない 

ただ 変化した の は 人々 の 

争って ゆく 方法であった、 

人々 は 平穏 を 何よりも 愛して ゐた、 

最も 消極的な 形で 



幸福と なる か 

悪魔 はまた この 人々 にと つての 

悪魔の 招来 を 約束で きる か 

どうかと いふ ことに 疑 ひ 始めた。 

2 

明日の こと は 判らない 

ただ 明瞭な こと は 彼 自身の 

もって ゐる慾 望の 性質で ある。 

あらゆる もの を 征服し 

尽さ うとす ると きの 



平和な 人々 は 口々 に 罵る 

—— 彼 は 不幸 を もってき た、 と 

3 

沈鬱な 人々 も少 くない 

彼 は それらの 人々 の 友で ある、 

彼 は 世間並みの 会話 を 

これらの 人々 と 交す とき 

これらの 人々 に 愛される 

だが 一 度 真実に 触れて ゆく とき 

人々 はし だいに 彼 を 去って ゆく 



多少な りと もこれ に 満足して ゐる 

厚い 壁 を 打破る 

大きな 掌 はう ごく、 

快哉 を 覚え つ つ 盗みに ゆく 

あらゆる ものから 

あらゆる 古い 慾 望の 固守 を 

新しい 彼の 慾 望の 

鉄槌 をう ち ふる つ て 打破る 

4 

蠱惑的に 優しい 女が 



嚙み 切れない 思想 を 

柔らかく 

嚙み 砕いて ゐる 

病人に はお 粥 を 

赤ん坊に はゥヱ ハァス を、 

私 の 言葉 に 驚ろ いて 飛び あがれ 

I 理解され ない 思想 は 

恥辱 だ そ、 

静粛に しろ 

マルクスからの 伝言 だ、 

きの ふ 墓場で 彼 は 



私の 肩 をた たいて かう いった 

—— わし はもつ と 

真理 を 

単純に 

説いた 害 だが —— と 

そこで 私 は 

一 つより 知らない 

片言の ロシア語で 答へ た、 

—— タヮ リシ チ (同志) 

マルクス (マルクスよ) 

ャ ポンス キイ (日本人 は) 



マァ リンケ (小さくて) 

ホダ ホダ (駄目 だ、 駄目 だ) 

私と 彼と は 

声 を 合して ハ ッハと 笑った 

日本人の 人柄 は 

一 望 千里の 大きな 思想 を 

もち 扱 ひ 兼ねて ゐる 

日本の 智識 階級 は 

プロレタリアに ではなく 

十一 一 支 腸の ために 



と 忠告す る 

『建築 師ょ 

いやいや、 それ はわし の 享楽の ために 

けっして 建てる ので はない 

わしの 息子 や 娘の ために 

ャ ダラの 上から 魚 民 共の 

生活 を 見せよう ため ぢゃ 

子供た ちが 

下 晴に通 じなくて jiS 

立派な 竜王と して 

わしの 後継に もなる まいから ぢゃ』 



物売りが 通って ゆく 

•I あれ あれ、 あそこ を 

珊瑚の 樹の 下で 

泣いて ゐる もの は 

なんだら う 

カツ ォゃマ グロ や トビ ゥォ達 

警護の もの は 大慌て 

櫓から 見える 範囲のと ころの 

住民 どもに 厳しい 命令 

•I 肌ぬ ぎで 庭に 出る の はいけ ない 

—赤坊 のお ムッを 乾す こと はならぬ 



—— 戸外に で ゝ 夫婦喧嘩 は 相 成らぬ 

竜王 や 子息 さまの 

すべ て 目 ざ はりになる Y J と は 

樓 から 見える ところで 

やって はいかん 

犯した もの は 厳罰 ぢゃ 

そして ャ ダラの 下の 

所謂、 民情 は 

しだいに 整頓され 清潔に なって いった 

しかし 王の 子供達に は 

何の 教育に もなら なかった 



櫓の 下から 離れて 

とほく に 住罟を 移して 行った 



Bin ぼ 



私 は 詩の 闘牛 師 

牛と たたか ふ 人気者で ぁリ 



相手 を 倒す ことが 

困難で あり 

技術が 要る かを考 へよ。 



シェ 〔# 「ェ」 は 小さい 「ヱ」〕 スト フ的 麦酒 



我々 は 軽蔑され よう、 

我々 は 愚劣 さ を 誇示しょう、 



あるひ はビ— ルの奴 は 私の 酔つ ばら ひ を 

笑って ゐる かもしれ ぬ、 

だが 私 はいつ も 私の ために 

奴 を 平然と 呑み 下す 

だが 友 は 私の やうに しない 

シェ 〔# 「ェ」 は 小さい 「ヱ」〕 ス トフ 的に 麦酒 を 悲し 

ん でのむ、 

それ は 彼に と つて はビ— ルを 

のんだ ことになら ないだら う、 

ビ— ルを 吐き出した ことになる だら う、 

私 は 対象 を 吸収す るた めに 



観客の 中に あって 私 は 唯 一 の 

君の 支持者で あり フワ 〔# 「ヮ」 に 「ママ」 の 注記〕 

ンだ 

出 羽よ 泣くな 

大きな もの 力強い ものが 

どんどん 揺れたり 

しゃう ばい 

倒れたり する 職業 を 

将来 もつ づけて 行ったら い、、 

相撲に も 新しい 考 へが 入った、 

君の 仲間 

天 龍 関 其 他 三十 余 名が 



『相撲に でもな つて ゐ たら 

粥 位 はす、 れて 居る だら うに』 と 

だが 今では 相撲 も 百姓 も 

粥 をす、 れ ない 点で は 同じ こと だ、 

残る ところ は 何処か 

大テ— ブル を 拡げて ゐる 広野 

そこに は罐 詰と 重食パ ンと 

飯と が 豊富 だ、 

村の 子た ち はこの テ— ブルに 坐れば 

まず 喰 ふ 方 は 心配が いらない、 

国民の， ，- と) ，1 とくの 食糧 は， ，1 、 に、 



失業 させない だら うから 安心した らい、 

君 は 土俵に 立たなければ ならな い 

小学生の 人気の ために も 

君が 是非 大きな 姿 をみ せなければ、 

小さな フワ 〔# 「ヮ」 に 「ママ」 の 注記〕 ン 達が 承知 

しないだ らうから。 

君 は 勝負 を 超越して ゐる、 

ほんと 

つまり 真個う の 相撲 道に 入った わけ だ。 



早く 逢 ひた い 友達が たくさん ゐる、 

留置 所の 中の こと 

読み かけの 本 

窓へ はげしい 日光の 反射、 

私 は 焦々 して 寝床 を 離れ 

郊外の 林の 中へ でかけて いった、 

林に は 名 も 知れない 小鳥が 囀って ゐた 

II おしや ベリ 奴が、 

くさむらに は 虫が ゐた、 

—— 目に 見えない やうな 小さな 虫が、 



どうしょ うとす るの だ、 

それとも 俺の 勝手次第 であれと いふの か、 

誰か 早く、 おれの 哀しみ を さら ふ 

塵取り を 持って来て くれ。 

生命の 消 〔# 「消」 に 「ママ」 の 注記〕 費 を 

それです く つ て 

遠くの 方まで、 林の 中まで 

海の 果てまで 

人間の 見て ゐ ない ところへ、 

月 だけが 俺 を 見て ゐる ところへ 、 

捨てに 行って おくれ。 



水のお もて を さっと 吹きす ぎる、 

風 は 水のお もて や、 水面に 浮んで ゐる 水鳥 や 

たかく 積まれた 石に ぶっかる、 

風 は 日光 を 屈折させる、 

石垣 は 光り、 水 も、 風 も 光り、 

みて ゐる 人間の 心 も 反射す る、 

光りの いりみだれた チカ チカと した 白 さ 

たが ひに するど さ を 競 ふ 一 一本の 刃物の それの やうに I 

光って ゐな いもの は 

うろつく ことより 知らない 乞食の やうな 群であった、 



彼等 は 謙遜 だ、 だから 何 ごとに も 反射的で はない、 

彼等 はすべ て を 吸収し、 収容しょう として 

それが できない、 

彼等 は 何事 もやり かけた 仕事 も 泥の 上に 投げる、 

与へ る 者が 現れなければ 

彼等 は 自分の 物 を 投げて 

それ を 自分で 拾って 楽しんで ゐる、 

2 

私 はこ こ を 立ち去る ことができない 

私 は 永久に そこ を 立ち去ら ないだら う 



丁度、 地球の 天文学者が 

シル シス. マジ ョル 運河と か 

マレ— • アキ ダリ ゥム 湖と か 

さまざまの 名前 を 火星に つけて ゐる やうに 

私 は 古い 城に も、 古い 水に も、 古い 石垣に も、 

私 流に 名前 をつ けて 楽しむ 

古城の 遠い 物語り を 

近いと ころから 語る こと —— 

逆に 古城の 近い 出来 ごと を 

遠い ところから 語らなければ ならない —— 、 

この 二 つの 矛盾 は 悲劇で ある こと を 知って ゐる 



私の 心と 眼 玉 は 

天 文学者 の 対物 レンズの やうに 

距離の 悲劇 を 経験して ゐる、 

3 

美しい 周囲 を 

やけつく やうな 眼で 見渡して ゐる 

私の 視線 は 石に ぶっかって 跳ね かへ る、 

い つたん ぶっかった 視線 は 

ふたたび 眼の 中に かへ つてく る、 

なんとい ふこと だ —— 、 行為 は、 



彼等の 凍った 心が ときに 強い 衝撃の ために 

ふ い に 溶けようと すると 

以前に もまして 強烈な 寒気が 襲って くる、 

心 はい つも 春が やって きても 溶ける ことがない 

4 

古風な 城 は 壁 白く、 美しく、 

千万の 善良な 群が 時折 前 を 横切る 

私 は 呆然と 人々 の 群 をみ てゐた 

行列 は 百足の やうに のろのろと 進む 

私の 眼 は 円の 中心に そゝ がれ 



そこの 風景 を 美し いと 思 ふ —— 、 

強い もの はすべ て 美しい と 思 ふ I 、 

でなかったら —— 、 醜い ほどに 美しい か、 どっち か だ、 

行列 は 能の 面 を かぶ つ て 踊り だす、 

松の木の 間から 笛の 音 は ひ > き 

柔順な 姿で 人々 は 舞 ふ 

舞 ひ 終る と 人々 は 面 を 脱ぐ 

肉の 密着した 面 を 顔から はぎとる 

5 

すこしの 恐れげ もな く 浮んで ゐる 水鳥に 



時の 流れに 

身 を まかす 退却ぶ り だ、 

彼等の 教養が どの やうな 

役割 を果 したと いふの か 

ただ 退却 を 合理化す 言葉 を 〔# 「合理化す る」 か？〕 

百 千、 つづけさ まに 

吐いた だけで はない か、 

労働者よ、 

僕の 行為 を 信じて くれ 

彼等の ために X X しょり 惨酷な 詩 を 

書き飛ばして ゐる 今日、 



その 惨 忍 はしかた がな 



俺達の 消費 組合 



俺達 は、 俺達の 消費 組合 を 守れ、 俺た ち は 絶えず 

糧道に 銃 を 構へ てゐ なければ ならぬ。 

X X 的 消費 組合の 機関 は、 

俺達の 罷業 前に 



夜の 鶯の 囀る ところ。 

そこに 全 露 消費 組合 中央委員会と 

その 下の 組織が 

いかに 活潑に 根強く 働いて ゐ るか、 

想った だけで も 

俺た ち は 背中が 

ゾク/ \ とし、 勇 気づ けられる。 

俺た ち は その 国の やうに も、 

俺達の 国の 日 消聯を 

盛んにし なければ ならない の だ。 



卜ゥ、 卜ゥ、 タラ リ、 卜ゥ、 タラ リ、 卜ゥ 

烏帽子 姿の 三番 叟は 

批評家の 介 添つ きで 

新進の 舞台に 現 はれる の はいつ の 曰か、 

い つたい 何人の、 

これ こそ 日本に 於け るパ ン フエ 〔# 「ェ」 は 小さい 「ヱ」〕 

口 フ なりが、 

これまで 何人 現 はれた か、 

出足が 早くて 

逃げ足の 早い はこの 国の 作家な り、 

大家の 推薦、 



読者に 読まれる ためで はなく 

姦淫され るた めに 作って ゐ るの だ。 
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